
子ども未来・愛ネットワーク（岡山） 

子ども未来・愛ネットワークは、福島や東日本の子どもたちを放射能から守ろうと、避難者

と岡山の有志が 2011年５月に始めた会です。 

1. 活動内容 

〇保養プラン（春・夏・冬休み） 

福島県から親子さんを受け入れて、 

岡山の自然や交流を楽しんでもらい 

ます。今まで３回の保養プランを行 

ない、あわせて 120名を受け入れま 

した。経費は助成金と会からの支出 

でまかなっています。    

滞在場所：県の施設、シェアハウス 

〇よりカフェ 

～避難した方とつながる交流会～ 

毎月 1～2回、さまざまな交流会・イ  

ベント・講演会等を開催しています。 

〇避難者・支援者の情報交換 

昨年の夏から始めたメーリングリスト

（ML）を通じて、さまざまな情報を交換

しています。現在 220名の避難者と２０

０名の支援者が登録しています。 

〇シェアハウスの運営 

３組の親子が滞在可能な一軒家を 12年８月にオープン。一時保養や移住のための下見など。 

〇野菜プロジェクト 

岡山の直売所からの野菜やお米を、福島県に住むご家族に送っています。                                                 

 ひと月に 16便（約 30世帯分）、送料は無料(助成金から補助)で、野菜代は実費負担です。 

〇脱原発・エネルギーシフト…イベントや講演会・上映会を開催しています。 

 

〇せとうち市民放射能測定所…１２年３月開設、移動できる測定車で岡山・広島各地で実施。 

 

子ども未来・愛ネットワーク   

代表：大塚 愛(福島県双葉郡川内村から岡山市に避難) 

住所：〒709-3122 岡山市北区建部町吉田 321 電話：070-5056-3808 FAX：0867-22-1772 

HP：http://kodomomirai.org メールアドレス：info@kodomomirai.org 
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2. これまでの経緯 

11年４月 大塚愛が原発災害を伝える講演活動を開始。 

５月 「子ども達を放射能から守る福島ネットワーク」代表の中手さんの呼びかけに

応える形で、岡山で避難受け入れ協力を呼びかけ、有志十数名で「子ども未来・

愛ネットワーク」を結成。代表:大塚愛・尚幹。 

田中優さん講演会の DVD・資料を福島県に発送。 

  ６月 「6・11フクシマに想いをよせて」トーク＆ライブ 

交流会（よりカフェ）をスタート、避難者の ML も開始(当初は 20名参加)。 

  ７月 住宅情報と生活物資の募集・紹介を始める。  

10月 世話人会や会の規約などを作る。世話人会には代表を含む８名が就任。 

  11月 行政との意見交換会。 

  12月 冬休み保養プラン実施（参加者 10名）。 

 

12年３月 春休み保養プラン実施（参加者 30名）。 

     せとうち市民放射能測定所を開設。 

   ４月 シェアハウスのための住宅の提供を受ける。 

   ５月 医療情報の交換会。医療情報の ML をつくる。 

   ６月 交流会(よりカフェ)お世話係を募集＆編成。 

８月 夏休み保養プラン実施（参加者 80名）。   

      備前シェアハウス「結いの家」オープン。 

  12月 冬休み保養プラン（参加者 15名予定） 

 

※11年度は毎月の定例会を開催、12年度は保養準備会の開催に移行。 

3．活動資金 

〇助成金  

・野菜プロジェクト（ホームレス支援全国ネットワーク寄付金から） 

  ・よりカフェ（キリン財団子育て事業から） 

〇寄付金 

  ・講演会で呼びかけ（大塚愛が昨春から約 120か所で講演） 

  ・市民団体から大口の寄付 

〇会費 

  ・年会費 1200円×会員 70名 

4．広報 

 〇こどみら新聞（季刊） 

 〇パンフレット 

 〇ホームページ＆ブログ 



 

  

☆☆岡山県内の支援☆☆ 

３・１１後に立ち上がった市民グループ（カッコ内は主な活動地） 

 

・おいでんせぇ岡山（岡山県南） 

 住宅の紹介、物資提供、民間の割引パスポート配布、シェアハウス立ち上げ 

・おかやまバトン（岡山大学生） 

 福島県、宮城県から保養（交流プログラム）受け入れ、報告会 

・よりはぐプロジェクト（倉敷市） 

 保養受け入れ、移住支援、交流会 

・手仕事を届ける会（岡山県南） 

 被災地への工芸品配達、保養協力 

・せとうち交流プロジェクト（瀬戸内市） 

 保養受け入れ（瀬戸内市の助成を受け、避難者が呼びかけて公民館主体で行われた） 

・さよなら原発ママパパ美作ネットワーク（津山市） 

 保養受け入れ（津山市教委から一部助成）、シェアハウス、移住支援 

・わらプロジェクト（高梁市） 

 保養受け入れ、福島県での食養生の講習会 

・子ども未来・愛ネットワーク（岡山県南） 

 保養受け入れ、移住相談、物資提供、シェアハウス、野菜プロジェクト 

 

県内の保養支援制度 

・福島の子ども達元気回復事業（岡山県教育委員会） 

 県内の研修施設２か所（玉野市・備前市）を、福島県の子どもの受け入れに提供 

 （１１年１０月開始、１３年度継続決定） 

・ふくしまっ子津山でのびのび元気事業（津山市教育委員会） 

 津山市内 6箇所の研修施設を、15泊分無料で使用できる制度 

 （１２年７月～１３年３月末日） 

 

県内のシェアハウス一覧  

・やすらぎの泉（和気町）…１１年９月～おいでんせぇ岡山が立ち上げ、和気教会が運営 

・結いの家（備前市）…１２年８月～、子ども未来・愛ネットワーク  

・くるくる（岡山市）…１２年７月～、個人運営 

・津山シェアハウス（津山市）…１２年１１月～、さよなら原発ママパパ美作ネットワーク 

・北長瀬シェアハウス（岡山市）…１３年オープン予定、歯科医による支援グループ 

 

 

 


